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第 2 章では、卵管において、SST 管腔内の pH を制御して精子の運動を抑制すると思わ
れる炭酸脱水素酵素（CA2）が受精率に関係する可能性を検討した。卵管各部位のうち、
SST 細胞を含む UVJ で最も多くの CA2 蛋白が局在し、遺伝子の発現も認められた。しか
し、UVJ の CA2 蛋白と遺伝子の発現は、人工授精しても変化せず、受精率や加齢による
変化も示さなかった。このことから、CA2 の精子貯蔵機能への関与は不明であるが、UVJ
の pH 調整に関与することを示唆した。 
 













た。エキソゾームのマーカーである CD63 蛋白は UVJ の SST と表面上皮、膣部の表面上
皮に検出され、人工授精後に精子を貯蔵している SST の細胞から管腔内へ放出される所見
を示した。SST を含む UVJ と膣部の細胞培養上清を超遠心すると分子量の異なる 4 種類
のエキソゾーム様物質が得られ、このうちの１つに CD63 が検出された。培養精子にエキ
ソゾーム様物質を添加すると、精子の生存率は UVJ 由来の物質の影響を受けなかったが、





第 5 章では、卵管内の精子生存機構を総合考察し、SST 内で精子を貯蔵中に、CA2 によ
る管腔内の pH 環境が制御され、さらに、SST 細胞の脂肪酸代謝により生じたオレイン酸
が精子の生存に寄与し、SST 細胞から精子への脂肪酸や有効物質の輸送にエキソゾームが
関わる可能性があると結論している。 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
